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〔午前  １１時５８分  開会〕  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    開会の宣告   

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 それでは時間も押していますので、議会改革特別委員会を開催いたします。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

２  事件  （１）  ＤＸ以外の調査・研究事項について  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 それでは事件に入っていきたいと思います。  

 （１）ＤＸ以外の調査・研究事項についてということで、資料１のほうをお願いいたし

ます。  

 よろしいですか。  

 前回の委員会で各委員から提案があった事項をまとめた資料になります。委員会として

今後調査研究していくテーマを決めるということで、前回議長、正副委員長での打合せで

は、会派制についてをテーマにしていくということで意見があったと思うんですけど、今

後ＤＸについてはよろしいと思いますが、会派制についての二つのテーマについて、調査

研究をしていくということといたしました。  

 この件について、皆さんのほうから何かご意見はありますでしょうか。  

 太田委員。  

○ 12番（太田佳晴君）  

 今、会派制について決まったということで報告があったんですけど、会派制についての

意見というのは、ここ書いてあるように出たことは出たので聞きました。ただ、だから特

別委員会で会派制について協議をこれから進めるということは一切話した覚えはないし、

会派制がそもそもどういうものだということと、どこからこの話が出てきたかということ

が全く明確じゃないんです。その辺ってどうなんですかね。  

 例えばこの間の特別委員会でもお話ししましたけれども、やはり２年間、前期後期分か

れているそれぞれの議長の下で議会改革を進めるというのは、議長の方針に沿って基本的

には進めるんです。議会改革は。と思うんです。  

 それで、会派制、これは本当に大きな問題なんです。会派制度って。議会の在り方を全

て変えてくという、そういう中で議長の方針として所信のときに多分言っていないし、ど

こからこの話が出てきたかというのをちょっと説明をお願いしたいんです。それと、議長

の考え方、本当に会派制をこの牧之原市議会が取り入れるつもりがあるのかどうか。もっ

と慎重に進めてもらいたいと思います。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 今そういったご意見をいただきましたけど、前回、会派制と今説明したんですけど、出

された内容について、ふだんの見直しとか、いろいろな項目も出ていましたので、取りあ

えずその中の１個の項目として議会会派というところが前回出ていたと思いますので、そ

こら辺を踏まえた全体の中でのその部分に関しては、ちょっとＤＸとそれ以外の部分とい

うところで分かれた部分での議論というか、なると思うんですけど、その辺で進めていき
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たいと私は考えています。  

 太田委員。  

○ 12番（太田佳晴君）  

 先週、川根本町の議会が終わりました。それで川根本町も消滅可能性都市に名指しされ、

隣の御前崎市も消滅可能性都市に名指しされ、我々もそうです。  

 それで、御前崎市議会、川根本町ともに定数の削減をしているんです。やはり牧之原市

議会として今何を考えなければならんかということを考えると、今会派制というのを打ち

出して、市民の皆さんに理解を得られるかどうかは私は非常に疑問なんです。その必要性

ということから考えて。  

 それと恐らく、今後議会に対して厳しい意見も出てくる可能性は十分あると思うんです。

そのときに議会としてしっかり説明できるようなものを持っていないと、うまくないと思

うんですけれども、どうなんでしょうかね。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 議長。  

○ 16番（村田博英君）  

 私の思っていたことは、ＤＸはまずやらなければいけないだろうということで、ずっと

言っていました。ＤＸを一つとして、そのほかにありますかということを皆さんに問いか

けたと思います。それで会派制ということが出てきた経緯があると思います。  

 会派制については、よくよく、太田議員が言うように、これは結構エネルギーがいると

思うので、その是非を含めて、声がある以上は検討していかなければいけないんじゃない

かなと思います。  

 前回、時間がないので、正副委員長と議長で決めていいですかということで、賛同を得

ていますので、それで今、委員長が報告したと思うんですが、そういうことで進めればい

いんじゃないかなと私は思いますが。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 太田委員。  

○ 12番（太田佳晴君）  

 それでは議長は会派制に持ってきたいんですか、牧之原市議会を。  

○ 16番（村田博英君）  

 そういうことではない。  

○ 12番（太田佳晴君）  

 そういうことでなければ、特別委員会の持っている意味って、何かを検討するのが特別

委員会じゃないと思うんです。しっかりした方向性の下にやっていかないと、検討検討で

終わってしまうじゃないですか。あと１年半切っていますけど、果たしてそれでは、会派

制をこれから特別委員会の中で何を話するんですか。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 まず最初に太田委員が言っていたように、一任は前回していたと僕も記憶しているので、

いろいろある中、何で会派になったかという説明はもうちょっと、例えばそういう意見が
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多かったなのか、何かしらあって会派に。最初から会派と決めていたというよりは、何か

しらこの中から会派を選んだ理由みたいなのは、もうちょっと説明があってもいいのかな

というふうには思いました。  

 委員長、副委員長にお任せという話だったとは思うので、どちらから聞いてもいいかな

と。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 副委員長。  

○５番（加藤  彰君）  

 まず、会派の意見が多かったということが一番だと思います。それにあわせて、会派に

つながっていくようなもの、例えば、これは私が思ってることかもしれませんけれども、

議員間討議であるとか、それから議会審議における論点、そういったものも当然ですけど、

会派制の中では関係があるのかなという、少し解釈していますし、またそういったご意見

も含まれていたかなというふうに判断しています。  

 そういった中で、会派制についてテーマとして上げていくことは、前回の意見を踏まえ

れば、ありかなということですね。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 委員長ももちろんそれに、２人で話して同意して同じ意見ということでいいんでしょう

か。  

 となるならば、ＤＸともう１個やろうという大きな流れ自体はあって、その中でどうい

ったものがいいかというのを一任して、決まった。それがという流れだと思うので、やっ

ていくべきなんじゃないかなと。会派の話もそのままやっていく、しっかりと前回のモニ

ター制度と同様にやっていくべきことじゃないかなと思います。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 濵﨑委員。  

○９番（濵﨑一輝君）  

 ＤＸ以外ということで会派ということなんですけれども、前回確かに会派という意見は

たくさん出ました。そういった中で、ただこれやったからといって、確実にそれが実行さ

れるかどうかというのは別問題だと思っています。そういったことを踏まえると、私が懸

念しているのは、グループ分けなんですね。グループ分けを見ていくと、１期生の人たち

がＢグループですけれども、５人ということで多くなっています。１期生の人たちは会派

制に賛成しているというふうに私は取っていますので、２期生以上は慎重に考えるべきだ

という考えでなのかなと思っていくと、これは４人・４人にしていくべきだと思います。  

 ＤＸに関しては逆に言うと、そのまま問題なくいけると思うので、ここに関してはしっ

かりと議論できる形にするべきだと思っています。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 種茂委員。  

○８番（種茂和男君）  

 先般も皆さんのご意見があって、会派とＤＸの意見が出ましたけど、第４条にあるよう
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に、会派は今、利点とかそういう部分で説明があるように、牧之原市議会の第４条に載っ

ておりますし、そういったことでなぜ載っているのにつくられてこなかったのかとか、な

かったのかというのが不自然だと私は思っておりますので、そういった意味合いで、１期

生がどうかどうかじゃなくて、よりよいものに近づけるために会派というものは必要じゃ

ないかと思って、当初の気持ちでこの条文ができたんじゃないかと思っておりますので、

ぜひそういった意味でも、推進していきたいと思っております。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 グループ分けについて、濵﨑委員から話があったと思います。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 グループ分けはまた２番目でやるので、いいですか。  

 ほかは。  

 太田委員。  

○ 12番（太田佳晴君）  

 それでは、基本的に会派をつくるということで、その議論に入るということですか。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 会派をつくるということじゃなくて、先ほどちょっと濵﨑委員のほうから出たんですけ

ど、１期生の中で認識というか、きちんといろんな部分が認識されていない部分があるん

じゃないかなということで、そこら辺の共通認識をするための議論が少し必要かと考えま

したので、取り上げるというところにしました。  

 太田委員。  

○ 12番（太田佳晴君）  

 そうすると、会派制の勉強会をやるというのは、今の副議長の説明だと、ことなんです

けど、特別委員会で勉強会をやるって、おかしくはないですかね。基本的に牧之原市議会

としてこういう方向でいきたいということがあって、それを基にやはり特別委員会を設置

する必要があるということで、特別に。でないと、また今までと同じで堂々巡りのやり取

りをやって、それで何の結果も出ないで終わってしまう、それだけじゃないですか。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 そういうご意見もずっと伺っていたんですけど、ゼロベースだとなかなかそれも難しい

部分があるのかなと考えましたので、今回議論だけというか、やらないことを議論するの

はどうかというようなご意見だと思うんですけど、その辺きちっと、できるかできないか

という部分も含めての検討になるかと思います。  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 なので、やる前提でもなしにやらない前提でもなしに、そこでしっかり議論をしてやっ

ていくということですよね。その場でしっかりと議論してやっていくということですよね。

進めるなら進めるだし、進めないなら進めない。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 谷口委員。  
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○２番（谷口恵世君）  

 前期のときの前期２年ですね、モニター制度と２年間やってきたと思うんですけれども、

それはモニター制度を取り入れるということで議論してきたのか、それともモニター制度

を検討するというふうにしてきたのかというところが聞きたいところと、あと、前回もグ

ループ分けの話はあったかと思うんですけど、先ほど濵﨑委員から出たので、グループ分

けは前回ももう決められて、恐らく議席番号か何かで決められていたと思うんですけど、

今回グループ分けも別に１期生に偏っているとか、そういうことじゃなくて、議席順にな

っているのかというのは後で話はあると思うんですけど、その辺りをちょっと確認したい

です。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 前回の。  

 大石委員。  

○ 14番（大石和央君）  

 前回ということだったので、私が副座長やってきたんですけれども、前回は議会基本条

例第５条に従って、多様な市民との意見の場を持とうということで、それでやってきて、

幾つかその中でも何がいるかという中で、モニター制度が出たり、それからやっぱりＤＸ

の関係のものも後から加わったりして、それぞれ委員の皆さんに出してもらったテーマか

ら出したものが議論されてきたんですが、結局時間がないということで終了したというこ

とになります。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 谷口委員。  

○２番（谷口恵世君）  

 前回は最初に市民に開かれた議会報告会と、それとモニター制度というテーマが先に決

められてきていて、その後のグループ分けの中での意見がどういうふうに出たかというの

を、私たちは議会の報告会のほうだったので私はちょっとあまり深くは知らないですけれ

ども、なので今回も今この二つのテーマが決まってきているということは前回と同じだと

思うんですけど。  

○ 14番（大石和央君）  

 若干違うんです。だから、第５条からですね。第５条からどうしますかというところで、

最初にテーマがあったわけじゃないですよ。その中で、開かれた中で、いくつか出しても

らったんです。その中のテーマから絞って３点で同時並行的に、最初モニター制度から始

まって議論していったんですけれども、そうした中でＤＸの問題も出たりして、それで石

山委員なんかがレクチャーをしてくれたりしてやってきたんですけれども、結局時間がな

いということなので、今回の場合はＤＸというのが先に来てしまっているんですね。そこ

から始まってきていて、枝分かれでも何でもないので、議会基本条例の見直しをしていく

という中で、この第４条関係という形で出てきたのかなというふうに思っているので、若

干出し方が違うと思うんですね。  

 これはあまり意味がない話。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 谷口委員。  
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○２番（谷口恵世君）  

 なので、前回こういうふうに意見が出た中で、委員長、副委員長、議長も含めて一任と

いうことで、今回２項目に決まっているということで進めたらいいんじゃないかなと思う

んですけれども、何で前回とはまた違った形になって意見が出ているのかというのがちょ

っと分からないんですけど。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 太田委員。  

○ 12番（太田佳晴君）  

 一任というのは、方向性をその中でまとめてくださいというのは一任しても、ここでこ

ういう形でやっていくというのは、もう一度やっぱり改めて確認をして、それでこの方向

で決まりましたと。決まったというか、方向性を考えましたと。だから確認しないと、合

意して進まないとまずいんじゃないですかということを言っているんです。  

 会派制についてやっていきますけど、どうですかということを。それで、その目的もや

っぱりはっきりしないと、さっき言った勉強会で特別委員会をやっていたら、どうかなっ

て思いますけどね。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 谷口委員。  

○２番（谷口恵世君）  

 私は今、太田委員がおっしゃるように、勉強会という意味だと、特別委員会というちゃ

んとした委員会なので、勉強会をやる場所ではないと思うので、しっかりこれはやるんだ

ったら進めるという、もし前回みたいにモニター制度で進めたけど、結局はそれがまとま

らなかったよということはいいとは思うんですけど。なので、会派の勉強会ではなく、進

めるという方向で行くんだったら、それで進めたほうがいいんじゃないかなというふうに

は思います。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 濵﨑委員。  

○９番（濵﨑一輝君）  

 そういうことであれば、会派制というのをやるということになると、進めることになる

ので、それをやるかどうかというのはちゃんとしっかり議論しなければいけないと思いま

すよ。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 私は決められたグループの中でやるならやるだし、やらないならやらないになるんじゃ

ないかなと思うので、最初からやると、そういう気概を個人が持つのはいいかもしれない

ですけど、やると決まっている中で、じゃあないほうがいいよねという話もそのとおりだ

なというふうには思います。  

 なので、じゃないと賛成の立場の人を何人集めて、反対の立場の人を何人集めてみたい

な話になっちゃうので、そうじゃなくて、ランダムで公平で決めていくというスタンスで

あるならば、その決められたグループの中でしっかり話し合って、やるという方向になっ
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てもいいしという認識というか、そういう感じかなと思いました。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 濵﨑委員。  

○９番（濵﨑一輝君）  

 石山委員の言うとおり、そのとおりだと思います。やる前提でやっていくと、やりたい

人が多ければ当然決まっていくことになるので、それだと逆に言うと、それは恣意的にな

ってしまうので、それはよくないと思います。  

 しかも、根本的なことを言っていくと、先ほど太田委員の話がありましたけれども、会

派制というのは、議員が多い議会、例えば 34人いるところであれば、あってもいいと思う

んですよ。ただ、本当に人数が少ないところでやっていくと、完全に割れてしまうんです

よね。そうすると市民にとっては、議会の中が真っ二つに割れるとかという状態は決して

いいことではないと思います。  

 なので、これから、先ほど川根本町議会の話が出ましたけれども、牧之原市議会に関し

ても、恐らく議員定数だとか、報酬とかの話合いを、多分次のときになるとまた出てくる

かと思うんですけれども、人口が減ってくれば、それを減らすという話も出てくると思う

んですよ。減らしたときに、会派性があることによって完全に分断してしまうということ

を私はおそれているものですから、だから、権力が一番大きいところに集まるということ

自体がよくない。それをやめるためにも、逆に言うと、小さいところは逆に会派をつくっ

ていないと思うんですよ。人数が少ないところはね。  

 だから、大きいところであれば会派制というのは有意義なところもあると思うんですけ

れども、それも踏まえた中で会派制をやるかどうかというのは検討しなければいけないな

と思っています。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 今言ったような深い議論というのを、やっぱり与えられたグループがしっかりと、今、

濵﨑委員がおっしゃったような、果たして本当に少ない自治体は取り入れていないのかと

か、そういうのをやっぱり検証とかしていく必要があるので、それをするためのグループ

というのが今できたという認識なので、まずはグループ内でしっかりと、今おっしゃった

ような懸念点とかを洗い出して、実際どうなのか、メリット、デメリットどうなのかみた

いな話をしっかりとグループが責任を持ってやっていくというような認識でいます。なの

で、ここでその話で、そもそもテーマに扱わないとかという話というよりは、テーマに扱

うとなった先で、しっかりとメリット、デメリットを話し合って決定していくという、決

定していくというか、提案する立場だと思いますけど。という認識です。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 濵﨑委員。  

○９番（濵﨑一輝君）  

 そういうことであれば、公平に話ができるように、賛成派、反対派という部分でいうと、

半々にしてからグループをしっかり分けていく必要があるかなと思います。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  
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 種茂委員。  

○８番（種茂和男君）  

 今、石山委員も言うように、濵﨑委員が言うように、やっぱ会派というものは、いいと

ころを取り入れて、大きいところがどうだとか、小さいところがどうだとか、いろんな意

味合いで会派でも、民主的にいろんな固まりというのはあると思いますので、利点を今後

そういった中で取り入れながら会議の中でどうあるべきかというの入れながら進むべきじ

ゃないかと思いますけどね。  

 以上です。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 グループの話はまた次のステップでやるんですよね。なので、今、濵﨑委員さんがおっ

しゃっていたことにコメントしたいんですけど、それはグループのときに話します。  

 なので、まずはそもそもテーマとして扱うのかどうかの合意というか、次のステップに

行くのかどうかを決めてほしいです。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 それでは、二つのテーマでいくということでよろしいですか。  

           〔「異議なし」と言う者あり〕  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 それでは、二つのテーマでいくことといたします。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

２  事件  （２）  グループ分けについて  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 それでは（２）として、グループ分けということですが。  

 両方のテーマについて調査研究をしていくというところで、資料２というところでご覧

いただきたいと思います。  

 これについては、単純に先ほどから出ているように議席順に並べたものですが、その部

分で議席順に並べたものになります。それが会派制とＤＸ、順番になっていると思います

が、それで最後の会派制の部分に関して、先ほどから８人ということといたしました。  

 その辺について、ご意見を。  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 先ほどの濵﨑委員がおっしゃっていたような、賛成派、反対派みたいなものを検討する

前からラベリングというか、要するに、公平に判断していく必要があるので、この人は反

対だから入れるとか、この人は賛成だから入れるとかというのは何か違う気がする。公平

に与えられた席の中で議論して、結論賛成になるのか、結論反対になるのかは、その議論

の中で話し合って構成されていくものだと思うので、恣意的に、前回の班もそうだったと

思いますけど、特にこっちに行きたいなとかというのではなく、議席でやって公平に判断

していったんだと認識しているんですけど、  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  
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 濵﨑委員。  

○９番（濵﨑一輝君）  

 実際今明らかに、１期生の人たちは会派をつくりたいという意向があるわけじゃないで

すか。分かっているのでね、そこは。なので、せめて２期生以上と１期生以上と半分半分

にするということは、これは逆に必要だと思いますよ。確実にそのまま行ってしまいます

よ、このまま。これは絶対に、ここは譲れません。  

 だから、番号のつけ方は別に変えればいいじゃないですか。だから、議長は、座長２人

なっているけれども、通常の番号順にやってけばいいんですよ、どうせ分かれるので。原

口委員も、加藤委員も分かれるので。そういう形でやっていけば、ちゃんとできますよ。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 副委員長。  

○５番（加藤  彰君）  

 まず、そういう深い考えはちょっと置いておきまして、まず私と委員長というので言っ

たときに、まずＤＸが一番というか、そういうことですから、委員長がというお話でした。  

 それで、会派になるんだか何になるのだか分かりませんけれども、もう一つのほうは私

ということです。議長と委員長が一緒ではないほうがいいという判断です。ですので、こ

れでいくと、私のほうに議長が入っているという。ただ単純に、機械的にただ振っただけ

です。ただそれだけのことです。  

 だから、反対とか賛成とかということは、申し訳ないですけれども、分かりません。正

直。私だって分かりません。申し訳ないですけど。  

 だから、分かるんですか。反対と決めつけていますけど。賛成とか。僕は分かりません

よ、正直言って。  

 つくる、つくらないとかという話じゃなくて、今は前半の話ですけれども、あくまでも

そもそも最初に太田委員が言われたように、会派というものが、そもそもどういうものな

のかということが、まず理解する必要がありますよね。正しい理解をする必要が。その上

で、長所もあったりデメリットがあったりするわけですよ。そういったものを示した中で

判断するということじゃないんですか。そのことを議会改革特別委員会の、これがＢのほ

うでもし話をするならば、そのことに対して議長に報告するみたいな形じゃないんですか。

それでもって、最終的には判断されると。ただその判断をするときに、最終的にみんなが

判断するときに、これがいいところで、これがちょっとまずいところで、これはちょっと

どうなのかというのが分かるんじゃないんですか。そのことをまず議論するということは

必要じゃないんでしょうか。  

 そもそもは議会基本条例に定められている中で、これを方向性としては出ているという

ことですね。そういう考えです。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 濵﨑委員。  

○９番（濵﨑一輝君）  

 議長と副議長を分けるという考え方も分かるし、議席番号順でやるというのも分かりま

す。実際に分けていけば、２人は一緒になりませんよね。実際、今の番号でやっていけば

ね。番号順にやっていけば。  
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 やり方はいくらでもあると思うんですよ。とにかくそれが、とにかくＢグループのほう

に関しては、会派制というのは本当に慎重にやっていかなきゃいけないところになるので、

ここに関しては、今言ったように１期生と２期生以上は半々にすべきだということは、絶

対必要だと思います。ここに関しては。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 谷口委員。  

○２番（谷口恵世君）  

 少し会派制について内容に入ってしまうのはおかしいと思うんですけれども、恐らくこ

こにも過去に調査研究したことがあるということを、会派制に関してですね。この牧之原

市議会での中で調査研究したことが過去あるということですけど、そのときの話を、少し

知っている議員さんがいらっしゃれば、教えていただければなと。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 中野委員。  

○ 13番（中野康子君）  

 かなり古い話です。合併当初は何も、町から市に変わって、いろんなことが、全く状況

が変わりました。さま変わりした。そういった中で、全く分からない中で、それじゃあ少

しずつ勉強をするということだから、特別委員会ではなかったはずです。そういった中で、

勉強していく中で、やはり少しずつ固まりもできた。だけれども、１人だけの方が四、五

人いらした。そういう方たちが固まれるかといったら、固まれない。だから、１人会派と

いうのを認めるか、認めないか、そういうような会議まで全部した中で、最終的に反対が

多くて、それが全部勉強してきたことが全てなくなりました。今と全く状況が違っている

状況の中で、会派制というのを私たちは取り入れていこうとか、取り入れていかないほう

がいいとかというのを本当に真剣に考えました。  

 今の議会の状況とは全く違う状況でありました。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 太田委員。  

○ 12番（太田佳晴君）  

 補足させてもらうと、合併直後、 22人いたんです。議員が。それで、そのときは多少の

個々の温度差はあったとは思うんですけれども、基本的には議会が会派制でいこうという

一つの結論を出したんです。結論を出して進んでいって、それぞれ今、中野委員が言われ

たように、会派の届けも出して、それで１人の議員もいたと思うんですけど、それで全部

届けを出す、我々も名前も決まった。そこまで行ったんです。行って、その後で実施に至

らなかった。それはいろいろありますけど、だから今と状況が違うんです。だから私は会

派制、もし本当に進めるということならば、やはり今言ったように、 16人、今は 15人です

けど、全員が特別委員会へ入って、それは一つの会派制にするだよという意思の下でいか

ないと、絶対うまくいかないと思うんです。それは。  

 だから、その前に勉強会ということなら、勉強会をやればいいんです。勉強会をやって、

それでもっと皆さんで認識を、会派制についての認識を深めた後で、私は特別委員会とい

う思いを、これ議決が必要ですからね。議会改革特別委員会でやらなければならんという

ことで今やっていますけど、やるものがないなら探さなくたって、やめればいいんです。
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特別委員会なんかもう。設置目的は終わっているはずですから。  

 だから、何か、特別委員会だからやるものを探しているような状況なので、結果出てい

かないと思いますよ。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 すみません、議論を戻すと、まずはやるということはさっき決まって、グループ分けを

どうするかという話が多分、今の議題だと思っているんですけど、別に濵﨑委員がおっし

ゃっていたような分け方でも、別に僕はいいとは思いますが、ただ、それって基本的にい

つもの総務とかと同じような。だって、それそれはそもそもこうやってやっているので、

基本的には議会改革特別委員会の下やっているもので公平だと。普通に考えれば、ここの

席順で交互にやっていくのが普通の考えだと思います。ただ、これを見た結果、おかしと

いって上げているというような聞こえ方がします。普通に考えたら、公平的に単純に考え

ていくんだったら、ここの席順で決まっていくのが普通な気がします。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 植田委員。  

○ 10番（植田博巳君）  

 席順なんだけど、最初から座長は、後でつくればいい話なので、１番、２番、３番とず

っとやっていって、たまたま委員長は座長だよと。副委員長は座長だよと、そこをつくれ

ば終わりじゃないすか。最初から決めてしまっているので、ぐちゃぐちゃになってしまう

ので、１番、２番、３番、４番とやっていって、原口委員長だったらそこに来るので、そ

この座長と。加藤副委員長がいるんだったら、そこに座長とくっつければいいじゃん。そ

うすれば全然効率がいいじゃん。最初から決まっているじゃん。  

○９番（濵﨑一輝君）  

 今の植田議員のものは同じなんですけど、今の議席に関して言うと、大井議員のものを

入れているんですよね。だけど今いない状態になっているので、その分抜けば変わってき

ますよ。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 とにもかくにも、特別委員会を実施。今、植田委員が言ったような決め方をしているん

だと思っているんですけど。普通に席順で。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 松下委員。  

○７番（松下定弘君）  

 今、植田委員が言われたことがちょっと腑に落ちないのは、我々がやりたくてやってい

るわけじゃなくて、このグループ分けは。ちゃんと順番どおりやって、前回の議会改革の

ときも知らないうちにこうなっていた。Ａ、Ｂに分かれていたんですよね。これでいきま

すよと。ここの時点で、何でそういうお話になるのかちょっと分からないけど。  

○ 10番（植田博巳君）  
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 ただ単純に、１番の人は左の１番で入れて、こういってきてやればいいじゃんと。上に

座長と二つ書いてあるので、順番が違うのかなと思った。だから、単純に、１番、２番、

３番、４番とやってきて、たまたま原口委員長がここなので、一番下でも真ん中でもいい

んだけど、座長とつけておけば、単純に分かるのかなと思う。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 それでは、今、少しこのグループ分けに関して、先ほども言ったように、奇数と偶数が

出るわけじゃないですか。そうしたときに、たまたま２人が同じ、奇数だった。  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 大前提、委員長は、それぞれで分かれなくてはいけなくて、委員長はＤＸのほうをやる

と言っていたと思うので、それ以外で、１、２、１、２と分けたということだと認識して

います。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 副委員長。  

○５番（加藤  彰）  

 一点、反対だとか賛成だからということを考慮して分けるというのは、どういうふうに

それをさらに決めたらいいかということは教えてください。基本的にこれは本当に機械的

に分けて、一緒にならないようにという、そのことだったものですからね。なので、それ

はもう一つ言えば、前回のやり方もそうだから、じゃあそういうふうに同じようなやり方

でやったほうがいいだろうなという判断です。  

 ただ、濵﨑委員が言われるように、反対だとか賛成だとか言われても、それはちょっと、

逆に意図的になるとか、その辺は僕はそのほうが決めるに難しいと思いますよ、正直。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 濵﨑委員。  

○９番（濵﨑一輝君）  

 きれいごとではそうなんですけど、確実にというか、１期生の人たちは会派をつくりた

いという話は、聞いていて分かるので、なのでということで、だったら最初に戻りますけ

ど、石山委員が言ったように、その中で公平にいろいろな意見交換をするためには、そこ

のところを、１期生の人たち４人賛成していますよ。賛成派ですよと、仮にですよ、そう

なったときに、２期生の人たちは慎重派ですよとなったときに、ちゃんとした議論ができ

るような形にしておかないと、確実に賛成で進めたいという人たちが多かったら、それは

確実にそれで進んでいってしまうんですよ。そうしないためにもということで。  

 ＤＸのほうでは、反対することないですよ、実際に。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 石山委員。  

○１番（石山和生君）  

 何度も多分言っているということを、僕もそうですが、まず、賛成でもまだ本当に反対

でもないです。実際に調べて調査した結果、会派がよくないんだったら僕は普通に反対し

ます。なので、最初から、別に個人が思うのはいいかもしれないんですけど、それぞれが

賛成か反対かなんていうことは、実際に調べてそれでいいなとなれば、もちろん賛成しま
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すけど、むしろ今反対だという立場の方は、どんなによくても反対だというわけでは、き

っとないですよね。  

 そうだと思うんです。だってすばらしいものだと仮になったら、今現時点で反対、現時

点で賛成ということでしかなくて、と思うので、基本的には公平に機械的に選ぶのが妥当

だとは思います。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 中野委員。  

○ 13番（中野康子君）  

 すごくグループ分けについて問題になっているんですけど、ＡもＢも、とにかくこの全

体で進めていくということは、できないでしょうかしら。そうしないと大変かなと思うの

で、どうでしょう。  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 今そういったご意見も出たんですけど、先ほど時間的制限というか、２年ある間の半年

以上過ぎているような状況ですかね。そういう中で両方取り上げてというと、どうしても

もう今から進めないと、一つのテーマということになると、その辺ちょっと議長のほうは

ＤＸということを最初から出ているものですから、その辺ちょっと時間的に難しいのかな

と考えますので、二つということとした経緯があるものですから、その辺はやはりこのま

まできれば進めていきたいなと思いますけど、よろしいですかね。  

           〔「異議なし」と言う者あり〕  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 それでは、グループもＡ、Ｂと機械的にやったということですので、その辺納得してい

ただければ、これで進めたいと思いますが、よろしいですか。  

           〔「異議なし」と言う者あり〕  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 それでは、このように進めたいと思います。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

２  事件  （３）  その他  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 それでは、その他というところで皆さんのほうから何か。  

           〔「なし」と言う者あり〕  

○議会改革特別委員長（原口康之君）  

 事務局のほう。  

 今後の進め方については、座長の指示の下でグループごとに随時進めていくこととなり

ますので、よろしくお願いをいたします。それで、二つに分けていますので、その中で必

要に応じてお互いの意見の交換というか、その辺をやっていきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。  

 それでは、これで議会改革特別委員会を閉会といたします。ご苦労さまでした。  

〔午後  １２時４５分  閉会〕  


